
1.  一緒に勉強していきましょう！ 

学問基礎（森） 12 2019-12-23 



 この授業では、最初に、「この授業の隠しテーマは『なぜ勉強するか』です。」とお話しまし
た。毎年の授業で、このテーマについての私の考えがどれだけ伝わるか、と不安に思いながら授
業しています。しかし、毎年、学生の皆さんのコメントに、私は勇気をもらいます。 
 世界には様々な問題が横たわっています。原爆を含む核兵器の問題はその一つに過ぎません。
世の中の人々がそうした問題に無関心なので、将来を絶望的に語る人が多いです。しかし、皆さ
んのコメントを読んでいると、将来は皆さんが切り開いてくれるので大丈夫だ、と思えて、私は
将来を楽観しています。むしろ、問題は「好きなことだけ勉強していればいいのだ」という風潮
（一種の同調）です。 
 私もまだまだ勉強が足りません。これからも、お互いに勉強していきましょう！ 



2. 科学者の良心・科学者と金 

 防衛装備庁の研究資金については、日本学術会議が2017年に声明を発表し、明確に批判しています。
しかし、実際には、そうした研究費に飛びつく研究者もいるわけです。 

 税金の利用法を決定するのは最終的には国民です。選挙に行くことはもちろん大事です。ただ、そ
れだけではなく、何が問題で、どんなことに税金を使うべきか、使うべきではないか、判断する能力
が必要です。そして、その判断をするためには、勉強が必要だと考えられます。 

 全くその通りです！
逆に勉強しないで判
断することは、大変
危険なことだと考え
られます。 

 原爆の父と呼ばれるオッ
ペンハイマーは、その恐ろ
しさを認識し、ヒンズー教
の経典の一節「我は死なり、
世界の破壊者なり」を引用
しました。 

しかし、水爆の父と呼ばれるエドワード・テラーは、単に強力な兵器を作りたかった（自分のできること
の範囲を広げたかった）ように私には思われます。  必ずしもそうとは言

えません。原爆直後の
フィルムを上映してそ
の悲惨さを知った後、 

多くの科学者たちが署名したからです。 
 山中教授の
件については、
まとめのとき
にお話します。 

 恐い技術
は世の中に
溢れていま
す。その通
りです。 

 自分が便利だから
沈黙する、は、ビデ
オに出てきたニーメ
ラーの言葉に基づく
詩で語られているの 

と共通しますね。一度、それを許すと、ずるずるになってしまうことを歴史は示しています。 



 まず、小中学校での教育については、
十分に慎重であるべきだと、個人的に
は思っています。というのも、あまり
に悲惨な歴史であって、ショックが大
きいからです。しかし、高校生以上に 

ついては、積極的に学習機会があるといいと思っています。ところが、高校生以上には必修が少なく、ま
た、今の高校教育は大学受験のためである、という認識が広まっていて、原爆の話も通り一遍ではないで
しょうか。高校の先生には「大学受験があるから理想の教育ができない」と言う人もいます。やれやれ。 
 だから、私は、みなさんに自分で勉強しようと考えて欲しいですわけです。好きかどうか、とは別の観
点から、勉強しなければならないことがある、と考えて欲しいと思っています。 

授業日程について 
 1月20日(月） 期末試験（今日） 
 1月27日(月) 第14講(テスト返却とまとめ） 

3. 私たちはどうする・その他  どんなに悲惨に
描いても、現実の
方が悲惨であるこ
とは間違いありま
せん。戦争映画の
映像よりも、実際
の戦争の映像の方
が、いつも遥かに 

                                        悲惨です。 
 ただ、マイルドにすればより多くの人が見に来るだろう、という判断はありうると思います。私もどう
考えるべきか、判断は難しいです。是非、実際に見てきて下さい。機会があれば、意見交換しましょう。 

 科学と技術が止め
られない発展をす
るとき、いつでも
そういう課題があ
ります。 
 しかし、その課題
を科学者が解決し
てくれる見込みは
少ないです。 

 だから、私たち自身が、勉強した上で考えていく必要があります。 

 ヒトラーがやったこ
とは、リーダーシッ
プとは無縁であると
考えるべきだと思い
ます。 
 人々に自分の考えを
浸透させる方法につ
いて、良く研究し、 

それを実行しました。例えば、学校教育の現場では、子どもに家庭のことを作文で書かせ、それを手がか
りに各家庭の思想調査をしたそうです。 
 歴史が示すように、政府（権力を持った組織）は、ときどき、私たち国民を政権のための道具として利
用しようとします。これはリーダーシップではありません。私たちが、いいように使われていないか、い
つもチェックする必要があるのではないでしょうか。 


